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　私が担当して5年目に
なる「テレビ経験の社会
史」という授業は、受講
生がこれまでの人生に見
たテレビ番組をふり返
り、それを見ていた環境、
いっしょに見ていた家
族、そしてもちろん自分
自身を甦らせることで、
その時代と社会との関連
の中で自分を確認すると
いうものである。授業の
初回には「この授業の参

考文献はあなたの記憶です、ゲストスピーカーはあなた
自身です」と宣言する。そもそも、RSSC受講生の多くの
世代にとって、テレビというメディアが導入され興隆し
ながら最盛期を迎えていく時期と、自身の成長期とが重
なっている。しかも、それは高度成長と共に生活も社会
も激変していった時期とも重なっている。
　自分が小さかった頃、若かった頃に見たテレビを語る
とき、受講生の皆さんの顔は輝く。自分が見ていたテレ
ビとその記憶を辿ることで、過去の自分に出会う。記憶
の中のテレビは鏡のように、当時の自分を映し出し、そ
の「鏡」には自分だけでなく、ともにテレビを見る家族
や地域の人々までもが映り込んでいる。そこには当時の
自分の気分や感情までもが凝縮している。そこに映って
いるのは、あくまでもその人固有の経験だけれど、その
経験は同時代者との共通経験を多く含んでいる。教室で
その経験を共有すると、一気に記憶が甦るのだ。
　回数毎に、ほぼジャンルを決めて、当時の人気番組を

ふり返るので、授業後に求めるテレビ経験に関する短い
レポートには、実に様々な様子が語られる。50年代から60
年代に放送された『お笑い三人組』といった日曜日のバ
ラエティ番組を茶の間に家族が全員集まって見ていた、
といった報告がある。サラリーマンのお父様が家族と夕
食をともにするのは日曜日だけ、お母様は早めの晩ご飯
の後、洗い物を済ませ、６時頃にはテレビの前に坐り、
家族全員が揃って見ていたというような、その場にいる
ような団欒の情景を書いてくれる。強く印象づけられる
のは、かなりの方が、アメリカのホームドラマの日常生
活のシーンの「豊かさ」に憧れを持っていたことである。
「名犬ラッシー」に出てくる主人公の少年が、大きな冷
蔵庫から、大きな牛乳瓶をとりだして、無造作に飲むシー
ンは、多くの人の記憶に残っている。
　フランスの歴史学者ピエール・ノラは、近代に至って、
個々人のアイデンティティの中心に記憶が位置するよう
になったと言っている。われわれは記憶の中の自分に出
会うことで、自分を越えた歴史に接続することができる
のではないか。
　ゼミで修了論文に取り組まれている様子を見ていて
も、「記憶」は重要な役割を持っていることが多い。これ
までの人生の中で、ずっと気になっていたこと、確かめ
たくても時間がなくてできなかったいわば「宿題」、それ
らの修了論文を書く動機の中心には、自分の中に刻まれ
た記憶がある。もちろん全ての修了論文がそうだという
わけでも、そうでなければならないというわけでもない
が、記憶という個人の心のアンカーは、RSSCの修了論文
に他のアカデミックな論文にない、独特な深さと重みを
与えているのではないだろうか。

 � 　成田　康昭立教大学名誉教授　　　　　　　　　
立教セカンドステージ大学担当教員「記憶」の中の自分　
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書を捨てて、森に出よう

本科総ゼミ長　鎌倉利博
　清里ゼミ合同合宿は、私たち受講生が自ら企画・運
営を行なうRSSC最大のイベントです。その目的は、イ
ベントを通じて受講生同士が親睦を図ることにありま
す。渋滞で到着が遅れるアクシデントはありましたが、
天候にも恵まれ、予定された盛りだくさんのプログラ
ムを無事に終えることができました。都会を離れ、雄
大な八ヶ岳山麓清里高原の自然の中で日常を忘れ、多
くの学友と語らうことができた、たいへん有意義な二
泊三日でした。

主なイベント

（1日目）栗田和明先生講演～ワークショップ～キャンプファイヤー～星空観察会

（2日目）野鳥観察会～ネイチャーウォーク～ポール・ラッシュ記念センター見学～オプショナルツアー（サン
トリー白州工場見学、清里周辺・美術館見学、自由行動の３コースから選択）～懇親会

（3日目）聖アンデレ教会見学

　　　 佐藤壮広先生ワークショップ 　　　　

くじ引きで8グループに分かれ、カレッジライフで感じ
た言葉を出し合って歌作り。楽しい歌がたくさん生ま
れ、先生のギターに乗せて、発表し合いました。

　　　　　　ネイチャーウォーク　　　　　　

　　　　　　　オプショナルツアー　　　　　　

白州蒸留所見学の
コースでは、ガイ
ドの案内で樽貯蔵
庫を見学。芳醇な
香りでくらくらし
そう。

２

８月３１日（土）～９月２日（月）
八ヶ岳山麓　清泉寮にて

　清泉寮は、南アルプス八ヶ岳山麓にある施設。清里開拓の父と呼ばれる
ポール・ラッシュ博士により設立されたキープ協会が運営しています。
　高原の爽やかな空気の中、今年も本科恒例のゼミ合同合宿が開催されま
した。本科生５８名、教職員９名が参加し、晴天に恵まれ、思い出深い３日間
になりました。

グループごとに清泉寮スタッフの案内で自然保護観察

野生のシカの
毛皮を触って
いるところ

　　　　　キャンプファイヤー　　　　　　　

火の神、野澤副
学長の点火に始
まり、キャンプ
ファイヤーを囲
んで、歌で盛り
上がりました。

　　　　　　　　野鳥観察会　　　　　　　　

鳥類学専門の上田
恵介先生の案内
で、早朝のキツツ
キが木をたたく
音、ウグイスの鳴
き声に耳をすまし
ました。

２０１９年度　清里本科ゼミ合同合宿



　2019年11月30日、立教大学池袋キャン
パスにて亀田先生の講演会が開催されま
した。
　小惑星探査機「はやぶさ2」とは、どん
な計画なのか。第二の地球は存在するの
か。「はやぶさ2」に搭載された光学航法
カメラ開発チームの一員である亀田先生
が、惑星科学の最新情報をシニアに向けて紹介して下さ
いました。
　参加された方々は、童心にかえり、とても興味深い表
情で聞かれていました。

３

HOME COMING DAY RSSC Autumn Festa　～100年の仲間～57th

立教大学校友会と立教大学が共催する「HOME COMING DAY」が10月20日に開催され、
RSSC同窓会・社会貢献活動サポートセンターが出展しました。

同窓会・社会貢献活動サポートセンター出展
①10号館　X106教室・X107教室
　X106教室でRSSC修了生３名による修了論文発表会、
ウタテラス同好会の合唱、ウクレレ合唱団「鈴懸」の素
敵な演奏があり、来場された方々と共に、楽しい時間を
過ごしました。また、X107教室ではセカンドステージカ
フェや同好会・社会貢献活動サポートセンター研究会の
活動内容もパネル展示で紹介されていました。

②特別講演会
　立教大学名誉教授/RSSC教員の
月本昭男先生による特別講演が行
われました。
　テーマは「古代オリエントの思
想世界から―ギルガメッシュ叙事
詩の魅力」。講演の内容は、人類文

　テント№18では、RSSCのPR活動とプラチナコミュニ
ティ研究会による山梨銘醸「七賢」と「勝沼ぶどうの丘」
提供のお酒の試飲会が行われました。
　テント№31では、コットンドリームいわきのオーガニッ
クコットン製品の販売、ソーシャルビジネス研究会の復興
支援米・産直野菜の販売、かがやきライフ研究会の小冊子
の販売が行われ大盛況のうちに終わりました。

　チャペルでのオープニングセレモニー＆平和祈念の祈り
から始まり、コンサート、落語会、大福引大会、相続・遺
贈セミナー、また、立教大学を目指す若い世代に向けた入
試相談会、キャンパスツアー等、盛りだくさんのイベント
がありました。そして、地域立教会、レディースクラブ、
校友有志などが出店し手作りの美味しいお食事やスイーツ
も販売され、賑やかな一日となりました。

明発祥の地メソポタミアの都市国家ウルクの王ギルガ
メッシュをめぐる物語に見る人生観の諸相について、で
した。
　当日の教室はほぼ満席の大盛況。先生の魅力的な語り
口に引き込まれ、一挙に古代の世界にタイムスリップし
た、あっという間の１時間半でした。

③テント№18、テント№31

その他HOME COMING DAYのイベント

はやぶさ2の宇宙旅行・第二の地球は存在するか？
講師：立教大学理学部教授　亀田真吾氏

　2019年12月7日、立教大学池袋キャンパス
にて沼澤先生の講演会が開催されました。
　日本で開催される２回目の夏季オリン
ピック・パラリンピックがすぐそこに迫っ
ています。
　戦後復興の象徴として行われた1964年を
振り返りながら、2020年東京オリンピック・
パラリンピックが我々に何をもたらしてくれるのか。そし
て我々には何ができるのか。
　色々な事を考える、良い機会になりました。

オリンピック・パラリンピック東京1964からTokyo2020へ
講師：立教大学コミュニティ福祉学部教授　沼澤秀雄氏

立教セカンドステージ大学主催　公開講演会が開催されました



女子編集委員がコッソリ教える

池袋キャンパス女子トイレ情報

◇新しくてきれい 4号館3階
◇混雑します 5号館　授業前後
◇個室が多い 4号館3階・14号館
◇穴場 9号館 食堂 券売機ウラ
◇必殺技　　　　　登校時に本館を通ってトイレを利用

ＲＳＳＣ生活お役立ち
秋学期が始まったころ、「あー、これ４月に知っていたらとって
と思ったことがいろいろありました。そこで本科生・専攻科生
るRSSCお役立ち情報を教えてくださいアンケート」を実施。
ださいました。入学して早々の履修登録や、巻末には池袋周辺
みなさんのお役に立つことができたら嬉しいです。

【現役受講生のアンケートより】

履修
※履修は個人によってさまざまな状況があります。
　正解はありません。

・講師の先生の経歴や得意分野をネットで調べる
・グループワークがある、宿題があるなど科目によっ
てさまざま
・シラバス・HPを見る、RSSCの講演会を聞くのも手
・自分の興味に敏感に
・これまで発行された『ニューズレター』をHPから見
て、講義内容などが掲載されている号を参考に
・評判がいい授業を前もって調査
・ラウンジなどで専攻科の先輩から聞く
・先輩方へのリサーチが当たっているとは限らない、
自分の興味のある分野の授業は意外と楽しい
・本当に興味のある授業は、優先して履修したらよい
・受講しようか迷ったときは、受講する方を選ぶ

・無理な選択はしない
・週に何日、何曜日に来るのかを決める（その時間内
で履修したい）
・仕事がある人は、可能なら「学校の日」
と「仕事の日」に分けると、頭の中が
混乱せず効率的
・春学期は日が長いので遅くまでいても大丈夫、秋学
期は暗くて寒くなることも考慮に入れて組むとよ
い

まずは情報収集
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・フィールドワークが多く組まれていて、他のゼミや
専攻科の方と知り合いになれる
・３日で単位がとれるのでおすすめ
・10：00～17：00で（講
義により多少の時間
変更あり）３日間連
続。ややハードなので
自分の体力と相談し
て受講するのがおす
すめ

・セカンドステージの過ごし方や考え方を示してくれ
る講義もある
・「デイリー六法」と「聖書」が一緒の日は荷物が重か
った
・講義終了後、担当教員と親睦会を行う科目もあり、
受講生同志でも親睦を図ることができる
・授業終了後に提出するリアクションペーパーは担当
教員とのコミュニケーション手段として有効に活
用する

・学部学生との共有授業は魅力的。選択の幅が広がる
・受講の価値あり
・試験やレポート等負担が重いが、久しぶりの試験の
緊張感など新鮮で気が引き締まる
・授業内容はシラバス検索で事前に確認する
・面白いですが、評価方法をよく確認して
・内容が濃く、興味・関心がある教科なら試験勉強も
苦になりません
・１限目をとると通勤ラッシュと重なります
・新座も視野に入れて。受けたい科目が池袋で１限で
も、同じ科目を新座で別の曜日に３限で開講してい
ることもある

夏期集中講義

スケジュールを考える

その他

全学共通科目



５

情報
ても助かったのになぁ」
生に「あなたの知ってい
８９人が情報をお寄せく
辺お店情報もあります。

■構内で急に体調を崩す・怪我をし
た場合は？■チャペルの礼拝に出
席したい■Ｘ号館って何号館？■駐
輪場の場所を知りたい■秋休みっ
ていつ？■図書館で借りることの
できる冊数は？■台風の接近が予
想される場合は？■学食の営業時
間を知りたい■自分のパスワード
を忘れてしまった！■秋の履修登
録はいつから？■４限は何時に終
わる？■修了論文の体裁は？■喫
煙場所はどこ？■受講生証を失く
してしまった！

知りたいことは
『Ｃａｍｐｕｓ　Ｌｉｆｅ　Ｇｕｉｄｅｂｏｏｋ』

に載っている

講義の参考図書▲

�個人使用ロッカー
便利です。使用は平日「そ
の日のうち」。ラウンジが
開いている１９時までには
回収を

気軽に寄ろう
ＲＳＳＣ受講生ラウンジ

９号館１階　　
�軽食可　　　
�ＰＣ３台あり

入学したら配布されるので、どこに載っているか探してみてください

・第一食堂にはサービスタイム（14：30～）がある
・ホットコーヒーは「タリーズ」の他に、「山小屋」と５号館「アイビー」
のパン屋さんで買える。パン屋さんは13：30ごろにクローズしてしまう
・学食では「山小屋」が比較的安くて空いています
・新座キャンパスの学食「こかげ」のオムライスはとてもおいしい
・夏期集中講義期間は学食の営業日をチェックしよう

学食

図書館・パソコン・ネットワーク
・新聞・雑誌・DVDが豊富にあってゆっくりでき、環境も非常に良い
・地下リフレッシュルームにパンの自動販売機があり、軽食OK
・一部の図書は電子書籍化されている
・新座キャンパスの図書館は落ち着ける場所
・カウンターの人が親切で丁寧に教えてくれる
・２階のラーニングアドバイザーが、レポート・論文作成に
　ついて情報収集の仕方等アドバイスをしてくれる
・新座にしかない本も、池袋にとても早く取り寄せてくれる
・PCが至る所に設置されており、ノートPCの貸し出しもある
・Macはメディアセンターで借りられます
・eラーニングで英語の勉強などができる
・「ホームディレクトリ」を活用。個人PCと学校PCで同じ作業ができる
・一人1,000枚まで印刷できる
・「SPIRITモバイル」は、休講情報や時間割を携帯で管理できる
・８号館メディアセンターの学生さんがPCの使い方を丁寧に教えてくれる
・せっかくだから、PCを使いこなしましょう。世界が広がります

・受講生証は美術館・博物館で使えるところがある。６大学野球内野席が
1,300円から800円になる。応援席は500円
・立教カードを作れば、いろいろある特典の1つとして、RSSC修了後も立
教大学図書館が利用できる
・旅の相談は、セントポールプラザ３階の『立教トラベルプラザ』で
・セントポールプラザ２階の本屋では、本が１０％引き。文具ショップでは
文具が２５％引き
・登校ルート。池袋メトロポリタン口からマキム門が広くて歩きやすい
・第一食堂の裏の出入り口から西池袋公園の道は人が少なく近くてよい
・５号館屋上庭園。くつろげます
・新座キャンパスのチャペルは素敵で池袋キャンパスとはまた違う雰囲
気。また、スクールバスに乗れるので学生気分を味わえます
・新座キャンパスのゆったりした雰囲気、心理・観光・福祉系の書物も多
い図書館、おしゃれな食堂も一度は訪れてみると楽しい
・映画の上映会、講演会、チャペルのコンサート等さまざまなイベントが
ある
・興味深い講演会も多数開かれている。積極的に参加しよう
・東京芸術劇場でのメサイア演奏会は、一般の部で応募し、抽選に通ると
合唱の部に参加できる
・としまコミュニティ大学の講座が無料になるものがある
・思いっきりキャンパスライフを楽しんでゆとりをもって論文作成を
・仕事抜きの仲間たちと仲良く、積極的にお付き合いしましょう
・指導教員、事務室スタッフ、メディアセンター、図書館、食堂等、みな
親切で優しい

こんな情報もありました



本科ゼミナールだより　　　　　

６

　我がチームのスタイルはゼミ初日の自己紹介に凝縮し
ていました。一番手の真摯な言葉に勇気をもらい、次々
と豊かな人生が語られ最後に重鎮が締める、素晴らしい
ものでした。秋を迎え、夏合宿で「真っ赤な火の神」と
なった野澤先生の、慈愛と博識に満ちた議論に沸き、修
論では、ご多忙な中で身を削るような�迅速な添削のご
指導に応えるべく、各自悩みつつ仲間を気遣い完成に邁
進。そして海辺の邸宅や干もの屋でチーム全員のゴール
を誓うのでした。

◆ONE　TEAM
野澤ゼミ

　文学の１行をも真摯に愛する心優しいジブリ好き男子。
好奇心･行動力･コミュ力抜群な愛され女子。都会の雰囲
気を纏う大人カワイイ女子。優しさと行動力抜群な皆の
憧れ歌好き男子。クールで情熱的なスペシャル芸術男子。
感性と理性を操るオシャレと言葉好き女子。夢の世界と
現実を楽しむ芯のあるセレブ女子。不思議な求心力のバ
イク好きやんちゃ男子。優しく賢くお茶目な理想的爽や
か女子。素敵な笑顔と洒落た対応力最高な美女子。
一生大切にしたい仲間たち�

◆ポジティブ男子とトキメキ女子の
　「野田ゼミな仲間たち」

野田ゼミ

　あっという間の早半年である。仕事や家庭で、多くを
経験し苦難を乗り越えてきた方々との初顔合わせ以来、
議論を重ねてきた。修了論文についてはもちろん、それ
以上にゼミの皆さんとの普段の何気ない会話の中で、日
常生活、生き方などの話し合いがとても愉快である。た
ぶんそれは、一人ひとりが自立した人間であり、隣にい
る相手を認め、尊重しているからであろう。これから残
りの学生生活を愉しみたい。

◆たいせつなとき
平賀ゼミ

　少し緊張気味に始まった春学期、暑い真夏の夏期集中
講義、恒例の清里合宿も終わり、秋学期も半ばを過ぎま
した。成田ゼミでは、成田康昭先生の指導の下、1２名が修
了論文の完成に向けて、毎週活発にディスカッションを
行っています。先日は、秋空の爽やかな快晴の日、神宮
球場で立教対明治の試合の応援に。また秋の校外学習と
して柴又散策を行い、懐かしい寅さんの映画の舞台セッ
トを見学し、帰りは乾杯で大いに盛り上がりました。

◆みんなで決めて、みんなで行動　GO！GO！
成田ゼミ

　千石ゼミは個性豊かなメンバーが集まり修了論文の
テーマも多種多様です。先生からの知的創造のヒントや
仲間達の意見を参考に修論完成へ邁進中です。私たちの
モットーは先生の教えである「悩んだら難しい方を選べ」
で、最後は全員スクラムを組んでトライ（合格）を目指
します。
　ゼミの後は居酒屋に繰出し、文学、美術、芸術など千
石先生の芳醇で造詣の深いお話に舌つづみで一杯。話題
も盛上り、キャンパスライフを満喫しています。

◆千石先生の芳醇な知識に舌つづみ！
千石ゼミ

　北山先生から、「今年はいつになく修論の仕上がりが早
い。来年の正月はゆっくりできそうだ。」と煽てられ、ゼ
ミ内競争が激化。そんな中、気晴らしに皆で俳優座劇場
に芝居を見に行きました。水俣に生きる人たちの人間ド
ラマで、間近で見る音無美紀子、太川陽介等の迫力ある
演技に、暫し修論のことを忘れました。
　あとはやるしかない！　ゼミメンバーだけでなく、北
山先生がゆっくりと正月休みを過ごせることを祈って。

◆あっという間の一年
北山ゼミ

　本科きっての個性派集団「栗田ゼミ」も、日ごと結束
力が高まってまいりました。修了論文では、地域のNPO
や団体を訪問するなど、それぞれが観察・調査を重ねる
ことで、多くの知見を得ることができました。栗田先生
の渾身のご指導もあり、それらをもとに修了論文もいよ
いよ佳境突入です。時には白熱した議論をたたかわせな
がらも、お互いの価値観を尊重しつつ、『一致団結！』。
完成に向けて邁進中です。

◆フィールドワークがんばりました！
栗田ゼミ

　４月に顔合わせした10名のメンバー、気づいたらお互
い認め合い助け合うワンチームとなっていました。鈴木
正男先生の指導は、幅広い知識と高い見識から優しくも
時に厳しく、常に勉学心を駆り立たせてくれます。今そ
れぞれが思いを込めた修了論文に取り組んでいますが、
人生経験豊富な仲間たちのテーマは様々で、教室たま
に？居酒屋で交わす議論討論も刺激的です。RSSCであら
ためて進化している自分たちを感じています。

◆ワンチーム
鈴木ゼミ
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◆仲間と共に新しいステージへ ����������� 高橋ゼミ　　　

　ドイツ文学・哲学を専門とされる高橋先生のもと、私達８名は先生のきめ細やかな
ご指導を受け、修了論文に取り組んでいます。ゼミでは、広く豊富な知識をお持ちの
先生から的確な助言や鋭い質問を頂きながら、充実した時を過ごしています。２度目
となる修論をより良いものにしようと只今邁進中！
　清里合宿やホームカミングデー、先生を囲む懇親会など思い出はいっぱい。時には
先輩方の話を伺ったり、修了後の活動予定を発表したりして絆を深めています。この
号が出る頃には修論を提出し、晴れやかな顔で修了後の新しい自分探しをしているこ
とでしょう！

◆偶然の出会いがもたらすもの ������������ 黒木ゼミ　　　

　輪読からスタートした黒木ゼミ。最初は戸惑いましたが各自が見解を述べ、違う視点
に気付くことを通し次第にスリリングな世界が広がっていくのが感じられました。正解
はなく自分がどう受け止め考えるかということの大切さを学びました。
　先生の提案による夏の山中湖合宿で、暮れなずむ富士山を眺めたひととき、休み明け
から本格化してきた修論への取り組み、何よりそれぞれの人生経験の上に偶然に集った
このゼミでの相互研鑽が、間もなく迎える修了と新しい生活への糧になることと信じて
やみません。

◆活発な意見交換の場 �������������� 坪野谷ゼミ　　　

　４号館の裏にある別棟の２階4255教室、毎週木曜日の５時限になると坪野谷先生、
そして個性豊かなゼミ生９名が集まり、この教室が総勢10名の活発な意見交換の場と
なる。ゼミ生のRSSC入学以前の職業はというと、金融関係、医療関係、中小企業の
オーナー、外資系、教育関係、公務員と正に多様なメンバーの集まりである。それぞ
れの個性が意見を発出し始めると実に面白い。やや話が長い坪野谷先生の円転滑脱な
締めで終わり、反省会は時折居酒屋へ。忘年会はゼミ長宅での開催が決まり、１月に
は校外ゼミを計画している。　

◆常に「未知との遭遇」を楽しむ ���������� 渡辺ゼミ　　　

　皆で築地場外市場を食べ歩き、立教学院発祥の地や築地本願寺を見学した後は、築
地玉壽司で渡辺先生を囲み乾杯！先生は月一度の自主ゼミ懇親会にも必ず出席されま
す。英米文学ご専門ですが、夏休みの宿題は『痴人の愛』(谷崎潤一郎)を読んで来る
こと！戸惑いながらも実際読んでみると結構おもしろく、議論発熱。若手ゲストスピー
カーによるアメリカ先住民の詩と歴史の紹介や、大学院生によるヴィクトリア朝文学
ディケンズについての講義ありと多彩です。「民主主義」や「令和」については拘りの
持論を展開され、未知との遭遇を楽しめるゼミです。

◆人との出会い、自然との出会いに感謝 ������� 上田ゼミ　　　

　ゼミでは、修論の中間発表を順番に行い、意見交換をしています。ゼミのあとは
「軽く一杯」というのが多く、楽しく盛り上がっています。
　また、お休みの日にもよく課外活動をしています。１回目は、高尾山でハイキング
＆鳥観察会の後、温泉に入り打ち上げ。２回目は、深川に集まって鳥観察をしながら
ウォーキング。和船に乗り神社仏閣めぐりをして、江戸散策を行いました。課外活動
でも上田先生にご参加いただいて、多様な生物の説明をしていただくなど楽しく過ご
しています。新鮮なことにたくさん出会えて、ゼミのメンバーも結束しています。
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　イタリアン
■プレゴパケット　予約が取りにくいが、落ち着いた良い店
です

■ペコリ　夜の飲み会もランチもコスパが高い。サービスも
よい

■ha-ha　ずわい蟹のパスタがおいしい。ランチもあり
■Tante　Grazie　本格的な味とコスパの良さ。ランチ安くて
おいしい。ゼミ飲みに

■ブルーオーシャングリル　多彩なメニュー
　飲み会に。昼はパン・ドリンク飲み放題
■Grilled Meat Bal Taiju　炭火焼きグリルの
肉料理はとてもおいしい。予約必須

■イルキャンティ　ランチが安くてボリュームあり

　その他洋食系
■GARAスパイスレストラン＜インド＞　リーズナブル。お
酒に合う。インドカレーがおいしい

■オメルズ　ケバブ＜トルコ＞　ちょっと食欲がない時はケ
バブサンドがぴったり

■トルコアズ＜トルコ＞　トルコ料理
■アロハ・アミーゴ池袋＜ハワイアン＆メキシカン＞　雰囲
気よい

■マレーチャン＜マレーシア＞　本格マレーシア料理がおい
しい

■宮崎亭＜洋食＞　宮崎牛のハンバーグランチ
■牛の家＜洋食＞　ランチはハンバーグ・ステーキなどがっ
つり

■クロスダイン（メトロポリタンホテル内）　バイキング。少
し高めですが、落ち着いた雰囲気

■フォーベト＜ベトナム＞　本場の味。生春巻、ソフトカニ
の唐揚げがおいしい。ディナーがおすすめ

■ゴッチバッタ＜ブラジル＞　本物のシュラスコとビア
バー。月・木はサンバカーニバルショー

■セントポールの隣　立教体育会水泳部OBがオーナー。現役
生もOBも気兼ねなく訪れられる。ランチおいしい

　中華料理系
■夜来香　FORMOSA池袋店　安価でおいしく
女子会でもOK

■祥龍房池袋店　中国家庭料理。安くておいしい。飲み放題
付3,000円～。ボリュームたっぷり

■知音食堂　本場の四川料理が低価格で楽しめる

■東明飯店　飲み会など。餃子がおいしい。ランチはおかず
2品とサラダ、デザート、飲み物付き1,050円
■ソラノイロ食堂　夜の飲みメニュー豊富。塩ラーメンがお
いしい
■地球飯店　山椒の効いた麻婆豆腐が絶品

　和食系
■讃岐うどん河野＜うどん＞　早い！安い！美味い！
■中村＜そば＞　静かで落ち着いた雰囲気。そばがおいしい
■いわもとQ＜そば＞　そばと天丼のセットがgood
■美濃屋文右衛門（池袋東口店）＜そば＞　重ねそ
ばは３枚重ね。本店は江戸時代からあるとか
■まんまる＜うなぎ＞　ランチ時のうな丼が安く
て美味
■風林火山＜やきとり＞　やきとりがうまい！！
■立喰　美登利（エチカ池袋店）＜寿司＞　ランチ終了ギリ
ギリの時間がおすすめ。弁当もある
■はち八池袋西口店＜たこ焼き＞　1時間飲み放題(平日20時
まで)888円が秀逸

　居酒屋
■大金星　大衆酒場安くて美味しい。ランチ13:30まで
■ふくろ　安くて美味しい。雰囲気がある。朝からやっている
■魚盛（池袋西口店）個室あり。落ち着いた雰囲気。大人数
可。ゼミ飲みにgood
■レッドピーマン　ちょい飲み1,100円（飲み物2種
＋つまみ1種）。ゼミ飲みにも
■海畑　キャンパスに近く、飲み会に適している。
ランチあり
■かぶら屋　小さな「やきとん」屋。おじさんのちょっと一
杯に
■やきとん木々家　やきとんとアルコールがうまい

　その他
■ドリーム・コーヒー＜喫茶店＞　残り少ないレトロな雰囲
気の漂うお店。コーヒー220円。喫煙可
■亜麻亜亭＜喫茶店＞　シチューとサラダ、フランスパン3
切、飲み物セットで1,080円
■東武ストア＜スーパー＞　マキム門近く。お弁当あり

※情報は2019年10月末現在

「私のおすすめのお店アンケート」にお寄せいただいた情報です。

 詳しくは「お店の名前」＆「池袋」で検索してください。

5ページからの続き

RSSC生活お役立ち情報

本科生・専
攻科生が

おすすめ
する

池袋周辺のお店

たくさんの情報がアンケートに寄せられましたが、スペースの都合で、
よく知られたお店などは除いて掲載しました。

　11月29日（金）午後5時45分、今年も立教大学のシンボルである2本のヒマラヤ杉のイルミネー
ション点灯式が行われました。清らかなベルの音色とクリスマスソングが流れ、透き通るよう
な空気の中で迎えた点灯。参加者の喜びの声があふれました。

立教大学のクリスマス 編集後記

　今号は特集として「RSSC生活お
役立ち情報」を取り上げました。
本科や専攻科のみなさまから多数
の情報をいただき、感謝申し上げ
ます。紙面の関係で一部の情報を
割愛しましたことをお詫び申し上
げます。
編集委員　梶本克己、鈴木佳光、
関澤恵子、田中順子、辻紀代子、
並河久美子、長谷川幹夫、原亜貴子
担当教員　鈴木正男、黒木龍三

　また12月19日（木）には、RSSCのクリスマスパーティ
が行われました。




